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第13号
新
年
の
あ
い
さ
つ

筑
北
村
議
会
議
長

　
　
関
川
芳
男

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
春
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
慶
び
い
た
し
ま

す
。

　
新
し
い
年
は
、
ま
さ
に
地
方

分
権
と
行
政
改
革
、
財
政
危
機

の
う
ね
り
の
中
で
始
ま
り
ま
し

た
。
国
・
地
方
自
治
体
を
問
わ

ず
、
行
政
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
改
革
の
う

ね
り
は
、
新
し
い
社
会
に
向
け

た
世
界
的
な
大
き
な
改
革
の
う

ね
り
の
現
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
、

近
代
化
と
共
に
形
成
さ
れ
維
持

さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
行
政

シ
ス
テ
ム
が
、
根
本
的
に
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
私
た
ち
を
包
み
込
む
う
ね
り

の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、
国

と
地
方
自
治
体
お
よ
び
自
治
体

間
の
関
係
の
あ
り
方
の
変
化
を

踏
ま
え
て
、
自
己
変
革
を
遂
げ

て
い
く
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
当
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
合

併
後
３
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
は
、
地
区
の
再

編
そ
し
て
区
長
制
度
、
高
速
情

報
網
の
整
備
の
各
地
区
で
の
説

明
も
終
り
、
今
年
４
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
高
速
情
報
網
は
、
合

併
前
か
ら
三
村
が
連
携
し
て
計

画
し
、
厳
し
い
財
政
の
中
、
高

額
な
予
算
を
投
じ
、
申
込
み
率

が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

村
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解

が
得
ら
れ
94.
6
％
の
加
入
申

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20

年
か
ら
の
新
し
い
予
算
で
各
家

庭
へ
の
接
続
工
事
が
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
関
係
で
は
、
筑

北
地
域
の
住
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
、国
道
４
０
３
号
の
「
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
」
の
計
画
も
昨

年
12
月
７
日
に
「
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
開
始
式
」
が
行
わ
れ
、
明

る
い
見
通
し
が
つ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
さ
ら
に
県
・
国
に
強
い
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
、
心
の
豊
か
さ
と
日
々

の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
村
民
の
皆
様
と
協
働
し
な

が
ら
自
治
力
を
さ
ら
に
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
時
代
の
流
れ
を
的

確
に
と
ら
え
、
新
た
な
視
点
で

先
人
が
幾
多
の
苦
難
の
中
か
ら

築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
力
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
限
り
な
い
繁
栄
と

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
12
月
定
例
議
会
が

12
月
5
日
か
ら
14
日
の
10
日
間

の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
平
成
19
年
度
筑
北
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認

▼
筑
北
村
教
育
委
員
会
の
任
命

に
つ
い
て
同
意

▼
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

▼
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

▼
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
ほ
か
特
別
会
計
補

正
予
算
11
件

　
請
願
・
陳
情

◆
請　
願

◇
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

請
願　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◆
陳　
情

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
13

１１月
 3日　筑北村文化祭・筑北村商工祭・坂北駅開駅８０周年記念式典
 5日　筑北保健衛生施設組合議会・松塩筑木曽老人施設組合議会（建設委員会）
 6日　温泉施設運営委員会
 8日　人権尊重村づくり推進委員会・松本広域連合議会
 12日　松塩筑木曽老人施設組合議会
 14日　安曇野松筑広域環境施設組合議会
 16日　道路整備促進期成同盟会・県土木部要望活動
 18日　筑北村社会福祉大会
 26日　麻績村筑北村学校組合定例議会・議会運営委員会
 30日　全国議長大会

１２月
 2日　筑北村人権講演会
 3日　温泉施設運営委員会
 5日～ 14日　１２月定例議会
 7日　国道４０３号新矢越トンネル調査開始式

議 会 日 誌議 会 日 誌

の
実
現
を
求
め
る
陳
情　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
議
）

◇
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
陳
情　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
・
撤
回
を
求
め
る
陳
情　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

　
意 

見 

書

　
議
員
発
議
に
よ
り
３
件
の
意

見
書
が
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関

に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

★
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

意
見
書

★
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

★
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

　
　
　
　
久
保
田
義
信 

議
員

　
去
る
10
月
25
日
午
後
１
時
か

ら
麻
績
村
信
濃
観
月
苑
で
、
東

筑
摩
郡
６
町
村
の
議
会
議
員
64

名
が
参
集
し
、
３
年
ぶ
り
に
議

員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
麻
績
村
飯
森
文
治
村
長
よ
り
、

麻
績
村
の
概
要
（
行
財
政
）
に

つ
い
て
講
義
を
う
け
た
。

　
麻
績
村
の
人
口
は
、１
０
５
７

戸
３
２
４
２
人
で
、
高
齢
化
率

38.
７
％
。
財
政
状
況
は
、
決

算
規
模
25
億
７
３
０
０
万
円
。

財
政
力
指
数
0.
21
％
。
実
質

公
債
費
比
率
14.
2
％
。
経
常

収
支
比
率
79.
8
％
。
当
面
す

る
諸
問
題
は
、
実
質
公
債
費
比

率
と
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
、

公
共
事
業
の
推
進
（
優
先
順
位

の
明
確
化
と
地
区
要
望
の
計
画

的
推
進
）。
少
子
高
齢
化
に
伴

う
福
祉
の
充
実
、
農
業
・
商
工

業
の
振
興
。

　
地
方
分
権
改
革
へ
の
対
応
は
、

国
の
権
限
移
譲
に
伴
い
地
方
の

独
自
性
を
生
か
し
、
自
立
可
能

な
体
制
と
地
方
税
財
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況
等
説
明
を
う
け

た
。

　
今
後
、
道
州
制
が
加
速
す
る

現
況
の
中
で
、
地
方
の
課
題
は
、

公
共
事
業
の
計
画
推
進
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
福
祉
の
向
上
と

健
全
財
政
が
維
持
可
能
か
又
、

小
規
模
地
方
公
共
団
体
は
権
限

移
譲
等
地
方
分
権
の
恩
恵
が
不

透
明
で
あ
る
等
、
50
分
の
講
演

を
う
け
た
。

　
施
設
見
学
は
、
信
濃
観
月
苑

と
聖
高
原
（
リ
フ
ト
展
望
台
）、

聖
博
物
館
、
地
域
循
環
型
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
懇
談
会

は「
シ
ェ
ー
ン
ガ
ル
テ
ン
お
み
」

で
、
会
費
に
よ
り
全
議
員
参
加

し
、
議
員
交
流
会
の
有
意
義
な

日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

東
筑
摩
郡
町
村
議
会

議
員
交
流
会
開
催

14

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

イ
ベ
ン
ト
用
品
を
整
備
し
ま
し
た

松
本
広
域
消
防
局
か
ら

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

松
本
都
市
圏
総
合
交
通
体
系
調
査

交
通
モ
ニ
タ
ー
へ
の
事
前
意
識
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
北
村
）

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
金
１
８
０
万
円
を
受
け
、
夢

パ
レ
ッ
ト
坂
北
（
村
営
住
宅
）
自
治
会

で
は
自
治
会
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
用

品
や
環
境
整
備
の
た
め
の
草
刈
機
を
購

入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
費
か
ら
住
民
が
自
主
的
に
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
の
た
め
交

付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
購
入
し
た
イ
ベ
ン
ト
用

品
備
品
を
活
用
し
、
7
月
15
日
に
実
施

し
た
「
夢
パ
レ
ッ
ト
夏
祭
り
」
で
は
、

夢
パ
レ
ッ
ト
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
周

辺
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
勢
参

加
い
た
だ
き
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
草
刈
機
の
購
入
に
よ
り
、
夢

パ
レ
ッ
ト
敷
地
内
の
み
な
ら
ず
周
辺
道

路
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
ま
で
環
境

美
化
活
動
が
拡
大
し
、
新
し
い
地
域
活

動
が
創
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
に
事
業
を
充
実
し
、
地

域
の
交
流
、
活
性
化
に
寄
与
し
魅
力
あ

る
地
域
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

助
成
事
業
の
お
問
い
合
せ
は
、
企
画
財

政
課
（
６
６

｜

２
２
１
１
）
ま
で

　
緊
急
性
が
な
い
の
に
安
易
に
救
急
車

を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
、
救
急
車
を
必

要
と
し
な
い
割
合
は
約
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
本
当
に
生
命
に
危

険
が
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に
支
障
が

出
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
利
用
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
の
救
急
車
が
出
場
中
で

時
間
を
要
す
る
場
合
や
、
救
急
隊
だ
け

で
は
活
動
が
困
難
な
場
合
に
は
、
最
寄

り
の
消
防
署
か
ら
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
現
場
へ
向
か
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
松
本
都
市
圏
内
の
11

市
町
村
（
注
）
と
長
野
県
が
協
働
し
て
、

松
本
都
市
圏
の
将
来
の
望
ま
し
い
交
通

体
系
づ
く
り
に
む
け
た
調
査
を
開
始
致

し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
、

現
在
の
交
通
の
問
題
点
、
将
来
の
交
通

の
あ
る
べ
き
姿
や
今
後
の
調
査
方
法
等

に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
〝
交
通

モ
ニ
タ
ー
〞
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
の

連
絡
先
あ
て
に
１
月
28
日
（
月
）
ま
で

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時
期
は

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
連
絡
先
】　
筑
北
村　
建
設
課　
　

　
　
　
　
　
電
話 

６
７

｜

２
０
０
２

　（
注
）
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇
野
市
、

波
田
町
、
麻
績
村
、
生
坂
村
、
朝
日
村
、

山
形
村
、
筑
北
村
、
池
田
町
、
松
川
村

の
3
市
2
町
6
村
（
11
市
町
村
）
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10
名
の
議
員
が
、
村
政
の
運

営
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
一 

般 

質 

問 

要 

旨

山
﨑
日
出
男　
議
員

＊
う
ぐ
い
す
亭
等
の
運
営
に
つ

い
て

＊
前
２
回
の
敬
老
会
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

＊
期
末
手
当
、
職
務
加
算
廃
止

と
理
事
者
給
与
の
見
直
し
に
つ

い
て

＊
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
村
長

の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
田
一
憲　
議
員

＊
事
務
組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て＊
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

＊
文
書
管
理
に
つ
い
て

久
保
田
義
信　
議
員

＊
村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

＊
９
月
議
会
の
検
討
課
題
に
つ

い
て

前
山
健
治　
議
員

＊
平
成
19
年
度
の
公
共
事
業
の

進
行
状
況
に
つ
い
て

＊
平
成
20
年
度
予
算
編
成
方
針

と
重
点
施
策
に
つ
い
て

＊
公
民
館
事
業
に
つ
い
て

栁
澤
忠　
議
員

＊
公
用
車
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
導
入
し

て
経
費
削
減
に
つ
い
て

＊
村
道
路
基
金
の
導
入
に
つ
い

て＊
高
速
通
信
網
の
減
免
で
未
加

入
者
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

す
る
か

＊
職
員
に
支
給
し
て
い
る
寒
冷

地
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て

滝
澤
千
代
江　
議
員

＊
教
育
問
題
に
つ
い
て

＊
子
供
課
の
設
置
に
つ
い
て

宮
澤
信
雄　
議
員

＊
村
づ
く
り
に
つ
い
て

＊
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

窪
田
一
昭　
議
員

＊
組
織
、
機
構
の
見
直
し
整
理

に
つ
い
て

＊
国
道
の
整
備
見
通
し
に
つ
い

て市
川
辰
男　
議
員

＊
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

＊
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
に

つ
い
て

＊
地
区
組
織
再
編
に
つ
い
て

山
﨑
好
弘　
議
員

＊
小・中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

＊
地
域
医
療
に
つ
い
て

＊
村
営
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

＊
農
山
村
留
学
に
つ
い
て

（
村
長
答
弁
を
含
め
、
詳
細
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

15

筑
北
村
の
小
学
校
『
算
数
』

主
と
し
て
〔
知
識
に
関
す
る
問
題
〕

に
関
し
て
は
、
基
礎
的
な
力
は
お
お
む
ね

定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
平

均
以
上
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
部
分
的

に
得
意
不
得
意
な
面
が
見
ら
れ
る
。
数

量
関
係
や
面
積
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
満
足

い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
数
の
計

算
に
つ
い
て
は
他
の
問
題
よ
り
も
誤
答
が

多
く
見
ら
れ
た
。
問
題
と
式
を
結
び
つ

け
る
力
に
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

主
と
し
て
〔
活
用
に
関
す
る
問
題
〕
は
、

全
国
や
長
野
県
の
傾
向
と
同
じ
く
、
課

題
が
見
ら
れ
る
。
特
に
グ
ラ
フ
か
ら
変

化
を
読
み
取
る
問
題
で
の
誤
答
が
多
い
。

こ
れ
は
、
割
合
に
つ
い
て
考
え
る
力
や
、

順
序
立
て
て
考
え
を
進
め
る
力
が
不
足

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
日
常
生
活

の
中
で
算
数
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
た

り
、
関
係
づ
け
る
学
習
の
工
夫
や
算
数

の
考
え
を
図
や
表
で
表
し
具
体
物
を
用

い
て
の
学
習
の
展
開
、
そ
し
て
、
他
教

科
と
の
関
連
を
持
っ
て
指
導
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

筑
北
村
の
小
学
校

　
　
『
生
活
に
関
す
る
調
査
』

全
国
と
比
べ
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
食

べ
た
り
、
家
の
人
と
一
緒
に
食
事
を
す

る
児
童
が
多
く
、
学
校
で
あ
っ
た
こ
と

を
家
人
に
話
す
こ
と
も
で
き
て
い
る
。

筑
北
村
の
児
童
は
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
が
き
ち
ん
と
出
来
て
お
り
、
家
族

と
の
関
わ
り
が
良
い
と
い
え
る
。

更
に
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
が
よ
く

出
来
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
筑
北
村
な
ら
で
は
の

結
果
と
い
え
る
。

し
か
し
、
家
庭
の
学
習
で
は
、「
2

時
間
を
越
え
て
学
習
す
る
」
や
「
時
間

を
自
分
で
決
め
て
行
う
」「
予
習
を
す

る
」
の
割
合
は
低
く
、
自
発
的
に
学
習

す
る
姿
が
や
や
少
な
い
。

ま
た
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
弱

者
を
助
け
る
経
験
が
少
な
い
傾
向
も
見

ら
れ
る
。
福
祉
施
設
訪
問
、
奉
仕
活
動

な
ど
の
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識
や
実
践
力
を
一
層

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

筑
北
村
の
中
学
校
『
国
語
』

〔
知
識
〕、〔
活
用
〕
と
も
平
均
正
答

率
は
、
県
平
均
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
観

点
別
で
は
、
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
、

書
く
能
力
と
も
に
全
国
、
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
書
く
こ
と
」「
読

む
こ
と
」
は
全
国
、
県
平
均
を
上
回
る

が
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
言
語

平
成
19
年
度
小
学
校
6
学
年
・
中
学

校
3
学
年
を
対
象
に
、
全
国
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

本
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
、

学
力
の
特
定
の
一
部
で
あ
り
、
学
校
に
お

け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

筑
北
地
方
の
学
校
は
、
児
童
・
生
徒

数
が
少
な
い
た
め
、
集
団
の
傾
向
を
論

ず
る
十
分
な
デ
ー
タ
で
は
な
い
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
見
ら
れ
た
傾
向

や
今
後
の
指
導
の
方
向
に
つ
い
て
概
略

を
記
し
ま
す
。

筑
北
村
の
小
学
校
『
国
語
』

基
礎
的
な
言
語
活
動
や
言
語
事
項
に

関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得
状
況
に
つ

い
て
は
、
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
話
し
方
・
聞
き

方
に
関
す
る
知
識
の
理
解
に
は
課
題
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
指
導
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
聞
き
手
の
反
応

を
見
て
調
整
し
な
が
ら
話
し
た
り
、
話

の
要
点
の
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
た

り
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
言
語
活
動
を

通
し
て
、
話
す
こ
と
や
聞
く
こ
と
に
関

係
し
た
知
識
・
技
能
を
定
着
さ
せ
る
指

導
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

基
礎
的
な
言
語
活
動
や
言
語
事
項
に

関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
に

つ
い
て
は
、
全
国
傾
向
同
様
課
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
体
験
等
に
基
づ
い
た

自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
は
良
い
傾
向

に
あ
る
が
、
文
章
の
内
容
と
資
料
の
情

報
と
を
関
係
づ
け
て
正
し
く
読
み
取
る

こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後

の
指
導
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
文

章
と
グ
ラ
フ
・
図
形
な
ど
を
含
む
題
材

を
取
り
上
げ
、
文
章
の
内
容
と
資
料
の

情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
的
確
に
読
む

言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
を
終
え
て

第13号
平成20年1月18日発行
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第13号
新
年
の
あ
い
さ
つ

筑
北
村
議
会
議
長

　
　
関
川
芳
男

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
春
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
慶
び
い
た
し
ま

す
。

　
新
し
い
年
は
、
ま
さ
に
地
方

分
権
と
行
政
改
革
、
財
政
危
機

の
う
ね
り
の
中
で
始
ま
り
ま
し

た
。
国
・
地
方
自
治
体
を
問
わ

ず
、
行
政
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
改
革
の
う

ね
り
は
、
新
し
い
社
会
に
向
け

た
世
界
的
な
大
き
な
改
革
の
う

ね
り
の
現
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
、

近
代
化
と
共
に
形
成
さ
れ
維
持

さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
行
政

シ
ス
テ
ム
が
、
根
本
的
に
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
私
た
ち
を
包
み
込
む
う
ね
り

の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、
国

と
地
方
自
治
体
お
よ
び
自
治
体

間
の
関
係
の
あ
り
方
の
変
化
を

踏
ま
え
て
、
自
己
変
革
を
遂
げ

て
い
く
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
当
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
合

併
後
３
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
は
、
地
区
の
再

編
そ
し
て
区
長
制
度
、
高
速
情

報
網
の
整
備
の
各
地
区
で
の
説

明
も
終
り
、
今
年
４
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
高
速
情
報
網
は
、
合

併
前
か
ら
三
村
が
連
携
し
て
計

画
し
、
厳
し
い
財
政
の
中
、
高

額
な
予
算
を
投
じ
、
申
込
み
率

が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

村
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解

が
得
ら
れ
94.
6
％
の
加
入
申

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20

年
か
ら
の
新
し
い
予
算
で
各
家

庭
へ
の
接
続
工
事
が
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
関
係
で
は
、
筑

北
地
域
の
住
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
、国
道
４
０
３
号
の
「
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
」
の
計
画
も
昨

年
12
月
７
日
に
「
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
開
始
式
」
が
行
わ
れ
、
明

る
い
見
通
し
が
つ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
さ
ら
に
県
・
国
に
強
い
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
、
心
の
豊
か
さ
と
日
々

の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
村
民
の
皆
様
と
協
働
し
な

が
ら
自
治
力
を
さ
ら
に
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
時
代
の
流
れ
を
的

確
に
と
ら
え
、
新
た
な
視
点
で

先
人
が
幾
多
の
苦
難
の
中
か
ら

築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
力
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
限
り
な
い
繁
栄
と

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
12
月
定
例
議
会
が

12
月
5
日
か
ら
14
日
の
10
日
間

の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
平
成
19
年
度
筑
北
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認

▼
筑
北
村
教
育
委
員
会
の
任
命

に
つ
い
て
同
意

▼
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

▼
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

▼
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
ほ
か
特
別
会
計
補

正
予
算
11
件

　
請
願
・
陳
情

◆
請　
願

◇
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

請
願　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◆
陳　
情

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
13

１１月
 3日　筑北村文化祭・筑北村商工祭・坂北駅開駅８０周年記念式典
 5日　筑北保健衛生施設組合議会・松塩筑木曽老人施設組合議会（建設委員会）
 6日　温泉施設運営委員会
 8日　人権尊重村づくり推進委員会・松本広域連合議会
 12日　松塩筑木曽老人施設組合議会
 14日　安曇野松筑広域環境施設組合議会
 16日　道路整備促進期成同盟会・県土木部要望活動
 18日　筑北村社会福祉大会
 26日　麻績村筑北村学校組合定例議会・議会運営委員会
 30日　全国議長大会

１２月
 2日　筑北村人権講演会
 3日　温泉施設運営委員会
 5日～ 14日　１２月定例議会
 7日　国道４０３号新矢越トンネル調査開始式

議 会 日 誌議 会 日 誌

の
実
現
を
求
め
る
陳
情　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
議
）

◇
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
陳
情　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
・
撤
回
を
求
め
る
陳
情　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

　
意 

見 

書

　
議
員
発
議
に
よ
り
３
件
の
意

見
書
が
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関

に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

★
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

意
見
書

★
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

★
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

　
　
　
　
久
保
田
義
信 

議
員

　
去
る
10
月
25
日
午
後
１
時
か

ら
麻
績
村
信
濃
観
月
苑
で
、
東

筑
摩
郡
６
町
村
の
議
会
議
員
64

名
が
参
集
し
、
３
年
ぶ
り
に
議

員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
麻
績
村
飯
森
文
治
村
長
よ
り
、

麻
績
村
の
概
要
（
行
財
政
）
に

つ
い
て
講
義
を
う
け
た
。

　
麻
績
村
の
人
口
は
、１
０
５
７

戸
３
２
４
２
人
で
、
高
齢
化
率

38.
７
％
。
財
政
状
況
は
、
決

算
規
模
25
億
７
３
０
０
万
円
。

財
政
力
指
数
0.
21
％
。
実
質

公
債
費
比
率
14.
2
％
。
経
常

収
支
比
率
79.
8
％
。
当
面
す

る
諸
問
題
は
、
実
質
公
債
費
比

率
と
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
、

公
共
事
業
の
推
進
（
優
先
順
位

の
明
確
化
と
地
区
要
望
の
計
画

的
推
進
）。
少
子
高
齢
化
に
伴

う
福
祉
の
充
実
、
農
業
・
商
工

業
の
振
興
。

　
地
方
分
権
改
革
へ
の
対
応
は
、

国
の
権
限
移
譲
に
伴
い
地
方
の

独
自
性
を
生
か
し
、
自
立
可
能

な
体
制
と
地
方
税
財
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況
等
説
明
を
う
け

た
。

　
今
後
、
道
州
制
が
加
速
す
る

現
況
の
中
で
、
地
方
の
課
題
は
、

公
共
事
業
の
計
画
推
進
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
福
祉
の
向
上
と

健
全
財
政
が
維
持
可
能
か
又
、

小
規
模
地
方
公
共
団
体
は
権
限

移
譲
等
地
方
分
権
の
恩
恵
が
不

透
明
で
あ
る
等
、
50
分
の
講
演

を
う
け
た
。

　
施
設
見
学
は
、
信
濃
観
月
苑

と
聖
高
原
（
リ
フ
ト
展
望
台
）、

聖
博
物
館
、
地
域
循
環
型
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
懇
談
会

は「
シ
ェ
ー
ン
ガ
ル
テ
ン
お
み
」

で
、
会
費
に
よ
り
全
議
員
参
加

し
、
議
員
交
流
会
の
有
意
義
な

日
程
を
終
了
し
た
。
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催
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10
名
の
議
員
が
、
村
政
の
運

営
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
一 

般 

質 
問 
要 
旨

山
﨑
日
出
男　
議
員

＊
う
ぐ
い
す
亭
等
の
運
営
に
つ

い
て

＊
前
２
回
の
敬
老
会
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

＊
期
末
手
当
、
職
務
加
算
廃
止

と
理
事
者
給
与
の
見
直
し
に
つ

い
て

＊
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
村
長

の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
田
一
憲　
議
員

＊
事
務
組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て＊
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

＊
文
書
管
理
に
つ
い
て

久
保
田
義
信　
議
員

＊
村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

＊
９
月
議
会
の
検
討
課
題
に
つ

い
て

前
山
健
治　
議
員

＊
平
成
19
年
度
の
公
共
事
業
の

進
行
状
況
に
つ
い
て

＊
平
成
20
年
度
予
算
編
成
方
針

と
重
点
施
策
に
つ
い
て

＊
公
民
館
事
業
に
つ
い
て

栁
澤
忠　
議
員

＊
公
用
車
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
導
入
し

て
経
費
削
減
に
つ
い
て

＊
村
道
路
基
金
の
導
入
に
つ
い

て＊
高
速
通
信
網
の
減
免
で
未
加

入
者
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

す
る
か

＊
職
員
に
支
給
し
て
い
る
寒
冷

地
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て

滝
澤
千
代
江　
議
員

＊
教
育
問
題
に
つ
い
て

＊
子
供
課
の
設
置
に
つ
い
て

宮
澤
信
雄　
議
員

＊
村
づ
く
り
に
つ
い
て

＊
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

窪
田
一
昭　
議
員

＊
組
織
、
機
構
の
見
直
し
整
理

に
つ
い
て

＊
国
道
の
整
備
見
通
し
に
つ
い

て市
川
辰
男　
議
員

＊
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

＊
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
に

つ
い
て

＊
地
区
組
織
再
編
に
つ
い
て

山
﨑
好
弘　
議
員

＊
小・中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

＊
地
域
医
療
に
つ
い
て

＊
村
営
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

＊
農
山
村
留
学
に
つ
い
て

（
村
長
答
弁
を
含
め
、
詳
細
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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筑
北
村
の
小
学
校
『
算
数
』

主
と
し
て
〔
知
識
に
関
す
る
問
題
〕

に
関
し
て
は
、
基
礎
的
な
力
は
お
お
む
ね

定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
平

均
以
上
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
部
分
的

に
得
意
不
得
意
な
面
が
見
ら
れ
る
。
数

量
関
係
や
面
積
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
満
足

い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
数
の
計

算
に
つ
い
て
は
他
の
問
題
よ
り
も
誤
答
が

多
く
見
ら
れ
た
。
問
題
と
式
を
結
び
つ

け
る
力
に
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

主
と
し
て
〔
活
用
に
関
す
る
問
題
〕
は
、

全
国
や
長
野
県
の
傾
向
と
同
じ
く
、
課

題
が
見
ら
れ
る
。
特
に
グ
ラ
フ
か
ら
変

化
を
読
み
取
る
問
題
で
の
誤
答
が
多
い
。

こ
れ
は
、
割
合
に
つ
い
て
考
え
る
力
や
、

順
序
立
て
て
考
え
を
進
め
る
力
が
不
足

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
日
常
生
活

の
中
で
算
数
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
た

り
、
関
係
づ
け
る
学
習
の
工
夫
や
算
数

の
考
え
を
図
や
表
で
表
し
具
体
物
を
用

い
て
の
学
習
の
展
開
、
そ
し
て
、
他
教

科
と
の
関
連
を
持
っ
て
指
導
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

筑
北
村
の
小
学
校

　
　
『
生
活
に
関
す
る
調
査
』

全
国
と
比
べ
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
食

べ
た
り
、
家
の
人
と
一
緒
に
食
事
を
す

る
児
童
が
多
く
、
学
校
で
あ
っ
た
こ
と

を
家
人
に
話
す
こ
と
も
で
き
て
い
る
。

筑
北
村
の
児
童
は
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
が
き
ち
ん
と
出
来
て
お
り
、
家
族

と
の
関
わ
り
が
良
い
と
い
え
る
。

更
に
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
が
よ
く

出
来
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
筑
北
村
な
ら
で
は
の

結
果
と
い
え
る
。

し
か
し
、
家
庭
の
学
習
で
は
、「
2

時
間
を
越
え
て
学
習
す
る
」
や
「
時
間

を
自
分
で
決
め
て
行
う
」「
予
習
を
す

る
」
の
割
合
は
低
く
、
自
発
的
に
学
習

す
る
姿
が
や
や
少
な
い
。

ま
た
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
弱

者
を
助
け
る
経
験
が
少
な
い
傾
向
も
見

ら
れ
る
。
福
祉
施
設
訪
問
、
奉
仕
活
動

な
ど
の
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識
や
実
践
力
を
一
層

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

筑
北
村
の
中
学
校
『
国
語
』

〔
知
識
〕、〔
活
用
〕
と
も
平
均
正
答

率
は
、
県
平
均
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
観

点
別
で
は
、
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
、

書
く
能
力
と
も
に
全
国
、
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
書
く
こ
と
」「
読

む
こ
と
」
は
全
国
、
県
平
均
を
上
回
る

が
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
言
語

平
成
19
年
度
小
学
校
6
学
年
・
中
学

校
3
学
年
を
対
象
に
、
全
国
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

本
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
、

学
力
の
特
定
の
一
部
で
あ
り
、
学
校
に
お

け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

筑
北
地
方
の
学
校
は
、
児
童
・
生
徒

数
が
少
な
い
た
め
、
集
団
の
傾
向
を
論

ず
る
十
分
な
デ
ー
タ
で
は
な
い
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
見
ら
れ
た
傾
向

や
今
後
の
指
導
の
方
向
に
つ
い
て
概
略

を
記
し
ま
す
。

筑
北
村
の
小
学
校
『
国
語
』

基
礎
的
な
言
語
活
動
や
言
語
事
項
に

関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得
状
況
に
つ

い
て
は
、
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
話
し
方
・
聞
き

方
に
関
す
る
知
識
の
理
解
に
は
課
題
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
指
導
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
聞
き
手
の
反
応

を
見
て
調
整
し
な
が
ら
話
し
た
り
、
話

の
要
点
の
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
た

り
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
言
語
活
動
を

通
し
て
、
話
す
こ
と
や
聞
く
こ
と
に
関

係
し
た
知
識
・
技
能
を
定
着
さ
せ
る
指

導
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

基
礎
的
な
言
語
活
動
や
言
語
事
項
に

関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
に

つ
い
て
は
、
全
国
傾
向
同
様
課
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
体
験
等
に
基
づ
い
た

自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
は
良
い
傾
向

に
あ
る
が
、
文
章
の
内
容
と
資
料
の
情

報
と
を
関
係
づ
け
て
正
し
く
読
み
取
る

こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後

の
指
導
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
文

章
と
グ
ラ
フ
・
図
形
な
ど
を
含
む
題
材

を
取
り
上
げ
、
文
章
の
内
容
と
資
料
の

情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
的
確
に
読
む

言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
を
終
え
て

第13号
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第13号
新
年
の
あ
い
さ
つ

筑
北
村
議
会
議
長

　
　
関
川
芳
男

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

１２
月
定
例
会

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
春
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
慶
び
い
た
し
ま

す
。

　
新
し
い
年
は
、
ま
さ
に
地
方

分
権
と
行
政
改
革
、
財
政
危
機

の
う
ね
り
の
中
で
始
ま
り
ま
し

た
。
国
・
地
方
自
治
体
を
問
わ

ず
、
行
政
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
改
革
の
う

ね
り
は
、
新
し
い
社
会
に
向
け

た
世
界
的
な
大
き
な
改
革
の
う

ね
り
の
現
わ
れ
と
も
考
え
ら
れ
、

近
代
化
と
共
に
形
成
さ
れ
維
持

さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
行
政

シ
ス
テ
ム
が
、
根
本
的
に
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
私
た
ち
を
包
み
込
む
う
ね
り

の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、
国

と
地
方
自
治
体
お
よ
び
自
治
体

間
の
関
係
の
あ
り
方
の
変
化
を

踏
ま
え
て
、
自
己
変
革
を
遂
げ

て
い
く
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
当
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
合

併
後
３
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
は
、
地
区
の
再

編
そ
し
て
区
長
制
度
、
高
速
情

報
網
の
整
備
の
各
地
区
で
の
説

明
も
終
り
、
今
年
４
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
高
速
情
報
網
は
、
合

併
前
か
ら
三
村
が
連
携
し
て
計

画
し
、
厳
し
い
財
政
の
中
、
高

額
な
予
算
を
投
じ
、
申
込
み
率

が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

村
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解

が
得
ら
れ
94.
6
％
の
加
入
申

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20

年
か
ら
の
新
し
い
予
算
で
各
家

庭
へ
の
接
続
工
事
が
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
関
係
で
は
、
筑

北
地
域
の
住
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
、国
道
４
０
３
号
の
「
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
」
の
計
画
も
昨

年
12
月
７
日
に
「
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
開
始
式
」
が
行
わ
れ
、
明

る
い
見
通
し
が
つ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
さ
ら
に
県
・
国
に
強
い
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
、
心
の
豊
か
さ
と
日
々

の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
村
民
の
皆
様
と
協
働
し
な

が
ら
自
治
力
を
さ
ら
に
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
時
代
の
流
れ
を
的

確
に
と
ら
え
、
新
た
な
視
点
で

先
人
が
幾
多
の
苦
難
の
中
か
ら

築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
力
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
限
り
な
い
繁
栄
と

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
12
月
定
例
議
会
が

12
月
5
日
か
ら
14
日
の
10
日
間

の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
平
成
19
年
度
筑
北
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認

▼
筑
北
村
教
育
委
員
会
の
任
命

に
つ
い
て
同
意

▼
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

▼
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

▼
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
ほ
か
特
別
会
計
補

正
予
算
11
件

　
請
願
・
陳
情

◆
請　
願

◇
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

請
願　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◆
陳　
情

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
13

１１月
 3日　筑北村文化祭・筑北村商工祭・坂北駅開駅８０周年記念式典
 5日　筑北保健衛生施設組合議会・松塩筑木曽老人施設組合議会（建設委員会）
 6日　温泉施設運営委員会
 8日　人権尊重村づくり推進委員会・松本広域連合議会
 12日　松塩筑木曽老人施設組合議会
 14日　安曇野松筑広域環境施設組合議会
 16日　道路整備促進期成同盟会・県土木部要望活動
 18日　筑北村社会福祉大会
 26日　麻績村筑北村学校組合定例議会・議会運営委員会
 30日　全国議長大会

１２月
 2日　筑北村人権講演会
 3日　温泉施設運営委員会
 5日～ 14日　１２月定例議会
 7日　国道４０３号新矢越トンネル調査開始式

議 会 日 誌議 会 日 誌

の
実
現
を
求
め
る
陳
情　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
議
）

◇
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
陳
情　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
・
撤
回
を
求
め
る
陳
情　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

　
意 

見 

書

　
議
員
発
議
に
よ
り
３
件
の
意

見
書
が
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関

に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

★
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

意
見
書

★
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

★
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

　
　
　
　
久
保
田
義
信 

議
員

　
去
る
10
月
25
日
午
後
１
時
か

ら
麻
績
村
信
濃
観
月
苑
で
、
東

筑
摩
郡
６
町
村
の
議
会
議
員
64

名
が
参
集
し
、
３
年
ぶ
り
に
議

員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
麻
績
村
飯
森
文
治
村
長
よ
り
、

麻
績
村
の
概
要
（
行
財
政
）
に

つ
い
て
講
義
を
う
け
た
。

　
麻
績
村
の
人
口
は
、１
０
５
７

戸
３
２
４
２
人
で
、
高
齢
化
率

38.
７
％
。
財
政
状
況
は
、
決

算
規
模
25
億
７
３
０
０
万
円
。

財
政
力
指
数
0.
21
％
。
実
質

公
債
費
比
率
14.
2
％
。
経
常

収
支
比
率
79.
8
％
。
当
面
す

る
諸
問
題
は
、
実
質
公
債
費
比

率
と
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
、

公
共
事
業
の
推
進
（
優
先
順
位

の
明
確
化
と
地
区
要
望
の
計
画

的
推
進
）。
少
子
高
齢
化
に
伴

う
福
祉
の
充
実
、
農
業
・
商
工

業
の
振
興
。

　
地
方
分
権
改
革
へ
の
対
応
は
、

国
の
権
限
移
譲
に
伴
い
地
方
の

独
自
性
を
生
か
し
、
自
立
可
能

な
体
制
と
地
方
税
財
政
改
革
の

取
り
組
み
状
況
等
説
明
を
う
け

た
。

　
今
後
、
道
州
制
が
加
速
す
る

現
況
の
中
で
、
地
方
の
課
題
は
、

公
共
事
業
の
計
画
推
進
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
福
祉
の
向
上
と

健
全
財
政
が
維
持
可
能
か
又
、

小
規
模
地
方
公
共
団
体
は
権
限

移
譲
等
地
方
分
権
の
恩
恵
が
不

透
明
で
あ
る
等
、
50
分
の
講
演

を
う
け
た
。

　
施
設
見
学
は
、
信
濃
観
月
苑

と
聖
高
原
（
リ
フ
ト
展
望
台
）、

聖
博
物
館
、
地
域
循
環
型
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
懇
談
会

は「
シ
ェ
ー
ン
ガ
ル
テ
ン
お
み
」

で
、
会
費
に
よ
り
全
議
員
参
加

し
、
議
員
交
流
会
の
有
意
義
な

日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

東
筑
摩
郡
町
村
議
会

議
員
交
流
会
開
催
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